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　何といっても、収穫のときの子どもたちの笑顔です。子どもたちが水やりをしたり、肥料をあげたりして大切に育てたサツ
マイモ。私たちもサツマイモが大きく育つよう、草抜きやツル起こしをしています。大変ですが、子どもたちの笑顔を思うと
頑張れるんです。毎年子どもたちがくれるお礼の作文や七夕の短冊飾りは、我が家の「宝物」ですよ。

　サツマイモの栽培では水やりを当番で協力して行ったり、高学年が低学年に教えたりしています。この経験を通して、協
調性があって、人の面倒を見られる優しい大人になってほしいです。また、大きな芋に育てるには肥料をやったり、定期的
に草抜きをしたりして手を掛けることが大事です。子どもと同じで小さい頃に手を掛けることが大切だと思います。子ども
たちにも大きな人間になってほしいですね。

Q3 子どもたちに、どんな大人になってほしいですか？

Q2 ボランティアをしていてうれしいことは？

Q1 子どもたちとサツマイモ栽培を始めたきっかけは？

撮影：戸木小学校裏の畑

Vol.27

　地域に貢献したいという思いで始めた活動ですが、30年という長い間続けられたのは、子どもた
ちの「おじいちゃん、ありがとう」という言葉があったからですね。収穫したサツマイモを焼き芋にして
持ってきてくれたこともあります。子どもたちから元気をもらうのは長生きの秘訣でもあります。

村木  義作さん(左) 

戸木小学校
学習支援ボランティア
む ら   き   　  ぎ   さ く

約３０年前から戸木小学校の子
どもたちに、サツマイモ栽培を
教え続けてきた義作さんは今年
で104歳。平成25年、息子である
義晃さんにその役目を引き継
ぎ、親子２代にわたって地域の子
どもたちと交流を続けている。

　　  義晃さん(右) 
 　 　 　    　 よ し  て る

義作さんと子どもたち(平成20年) 苗植えの説明をする義晃さん 苗植えの様子
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